
税関のあゆみと 
未来に向けた取組み

日本は、幕末のペリー来航をきっかけに鎖国から開国へ歩みだした。安政5（1858）年
の欧米5か国と締結した修好通商条約により、翌安政6（1859）年に箱館（函館）、神奈
川、長崎が開港し、それぞれの開港地に運上所が設置された。これが税関の前身である。
その後、明治5（1872）年に運上所は「税関」と改称され、「税関」としての歴史が始まった。
今号の特集では、貿易の伸長と共に歩んできた税関の歴史を振り返りながら、150周年
を迎える関税局・税関の取組みについて紹介する。� 取材・文　向山�勇
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井上馨氏と渋沢栄一氏が呼称統一に関わっていた。

呼称統一した際の「照復文書」

 2 ファイナンス　2022 Aug.

05_P02-09_Tokushu_07.indd   2 2022/08/09   15:56:45



安全・安心な社会の実現、 
貿易の健全な発展のために

税関の歴史を振り返る前に、「税関」がどういった
役割を果たしているのかを紹介する。
日本と外国との間で様々な商品が行き交う貿易は、

我が国の産業を発展させ、国民生活を豊かにする原動
力である。
ただし、国境を越えて商品が行き交う上では、守ら

なければならないルールがある。
海外から不正薬物等の社会悪物品が国内に入ると国

民の生命・健康が脅かされ、また、我が国で開発され
た製品や技術が海外に不正に流出すれば国の安全を損
なうことにつながりかねない。更に、安価な外国商品の
流入により国内産業の発展が阻害されるおそれがある。

このため税関は、輸出入貨物の検査を実施すること
で輸出入してはならない貨物を水際で阻止したり、外
国からの貨物に対して関税等を徴収することで、貿易
の健全な発展のために重要な役割を果たしている。
また、税関は、国際社会の安全、内外の社会経済秩
序の維持にも貢献するため、世界全体で流通を阻止す
べき薬物、テロ関連物資、知的財産侵害物品を取り締
まるとともに、世界税関機構（WCO）等の国際機関
や外国税関と協力しながら、世界規模での通関の迅速
化による貿易の促進を図っている。
では、今日の税関が長い歴史の中でどのように成長
してきたのか。150周年の歴史を「誕生」、「飛躍」、
「進化」の3段階に分けて紹介する。

貿易の健全な発展に取り組む

税関の役割

税関は「税」と「関」＝二つの顔を持つ機関 税関の3つの使命

輸入品に税を課す徴税機関
税関は、海外から輸入される貨物について	
関税及び消費税等を徴収している。

［関税の2つの目的］
1財政関税

税関による徴収額（消費税
等含む）は、国税税収の約
14.1％（令和2年度で約9.1
兆円）を占める重要な財政
収入となっている。

2保護関税
国産品と競争する輸入品に
関税が課され、輸入コスト
が引き上げられることで、
国内産業を保護することが
できる。

水際の関所としての取締機関
薬物、銃器を始め、テロ関連物資、知的財産侵害物品等の社会の
安全安心を脅かす物品が国内に入る前に水際で阻止している。

令和3年の全国税関における関税法違反事件の取締状況

押収量
不正薬物	 約1,138kg
金 地 金 	 約27kg
知的財産侵害物品差止数量 	 約82万点

1 適正かつ公平な関税等の徴収
2 安全・安心な社会の実現
3 貿易の円滑化
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幕末に設置された「運上所」が「税関」へと改称し
正式に発足した

税関の歴史

誕生

近代国家の成立とともに 
税関行政の基礎が確立
幕末から輸出入貨物に対する税の徴収及び入出港する
船舶の監督等を行っていた「運上所」が明治5年11月
28日（1872年）、「税関」に改称された。明治19（1886）
年には「税関官制」が制定され、税関の職制、機構等の
官制面における基礎が固まった。
一方、我が国は、幕末に欧米5か国と結んだ修好通商
条約により、自国の関税率を設定したり、改正する権利
（いわゆる関税自主権）を喪失していた。これが、修好
通商条約が「不平等条約」と呼ばれる所以であり、この
状態は、明治44（1911）年の日米通商航海条約の締結
及び関税定率法の施行までの間、続いた。
安政6（1859）年、わずか3つの開港から始まった外
国との貿易では、主に生糸やお茶等が輸出され、綿織物
や毛織物等が輸入されていた。
その後、日清・日露戦争等を通じて我が国が対外的に
勢力を拡大した時期、国内では繊維産業や製鉄、造船等
の重工業が飛躍的に発展し、原材料を輸入、製品を輸出

する形で我が国の貿易量は飛躍的に伸長した。これによ
り、昭和元（1926）年の開港は41港にまで増加し、各
地には多くの税関官署が設置されていった。

飛躍

戦後の高度成長による貿易の伸長
戦時中、貿易が停滞し、一時的に閉鎖されていた税関は、
外国貿易の再開と共に終戦後間もなくして復活した。当時
の主な業務は海外からの引揚者の為替管理の事務や敗戦
の混乱に乗じて横行しはじめた密貿易の取締りであった。
我が国は戦後の復興を経て、高度経済成長期を迎え
た。経済成長に比例するように、昭和35（1960）年か
ら昭和44（1969）年までの10年間で貿易額は約3兆
764億円から約11兆1,649億円へと一気に拡大した。
このように急増する輸出入貨物の流れを停滞させないよう、
税関においては、新たな制度やシステムを導入し、通関の迅
速化を図った。昭和41（1966）年には関税の申告納税制度
を導入し、昭和53（1978）年には通関業務を電子化した航
空貨物通関情報処理システム（Air-NACCS）を導入する等、
通関手続を合理化し、貿易の加速化に対応していった。
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1869 設置当初の新潟運上所。 
今も建物が現存している。

昭和初期に 
密輸された 
アヘン

大正時代の監視艇
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さらに、平成3（1991）年には、貨物の早期引取り
を可能とするよう、貨物の到着前に輸入申告に対する審
査を行う予備審査制を導入したほか、平成18（2006）
年には、法令遵守等の体制が整備された事業者に手続き
の緩和・簡素化等のベネフィットを提供する認定事業者
（AEO）制度を導入し、貿易の円滑化とセキュリティの
確保の両立に取り組んだ。
国際的な面に目を向けると、戦後の国際貿易は「関税
及び貿易に関する一般協定（GATT）」が規律していた
が、日本を含むGATT加盟国による自由化交渉を通じて
貿易の自由化が進む中、国際的にも貿易円滑化は重要な
テーマとなっていった。
平成14（2002）年に我が国にとって最初の経済連携
協定（EPA）がシンガポールとの間で発効したことを皮
切りに、現在までに21のEPAが発効又は署名済である
が、それぞれの協定にも貿易円滑化の規定が盛り込まれ
ている。また、GATTを発展的に引き継ぎ、平成7
（1995）年に設立された世界貿易機関（WTO）におい
ても、貿易円滑化協定がまとめられ、平成29（2017）
年に発効した。日本人（御厨事務総局長）が組織のトッ
プを務めるWCOにおいても、税関手続の国際的な標準
化・簡素化を通じた貿易の円滑化を推進している。
関税局・税関は、こうした国際的な貿易の自由化・円
滑化の枠組みづくりに積極的に参画・貢献するととも
に、国内の税関手続の不断の見直しを通じて、貿易の円
滑化に取り組んでいる。
出入国者についてみると、昭和39（1964）年に日本人
の海外旅行が自由化されて以降、同年から昭和48（1973）

年までの10年間で出入国者数が約102万人から約615
万人まで急増した。その後も増加の一途をたどり、アジ
アを中心とした旺盛なインバウンド需要も相俟って、令
和元（2019）年の出入国者数は、過去最多の約1億
264万人を記録した。
このようにヒト・モノの動きが活発化する中、不正薬
物等の密輸手口は多様化・巧妙化し、税関では、迅速な
通関を確保しながら厳格な取締りを実施するため、順
次、麻薬探知犬やX線検査装置等の検査機器を導入した
ほか、近年においては、AIやドローン等の先端技術を
用いた取締・検査機器の活用を開始した。税関は、多様
化・巧妙化する密輸やテロ等の新たな国際的な脅威にも
対応するために、常にその時代の最新機器を使用しなが
ら密輸阻止に取り組んでいる。

進化

「スマート税関構想2020」で 
世界最先端の税関を実現へ
明治5（1872）年の発足から令和4（2022）年まで
の150年間、税関は時代の変化に対応しながら進化して
きた。
これからも貿易の健全な発展と安全・安心な社会を実
現し、国民一人ひとりの幸せを守っていくため、変化する
社会情勢に応じ、中長期ビジョンで取り組む必要がある。
そこで令和2（2020）年6月に打ち出したのが、「ス
マート税関構想2020」である。
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中長期ビジョン「スマート税関構想2020」で 
貿易の健全な発展と安全な社会の実現を目指す

世界最先端の税関への取組み
関税局・税関においては、「貿易の健全な発展と安

全な社会、そして豊かな未来を実現する『世界最先端
の税関』を目指す」ことを目的として、令和2（2020）
年6月に税関行政の中長期ビジョン「スマート税関構
想2020」を公表し、税関手続のデジタル化や先端技
術の積極的な導入等の様々な施策を進めている。

税関を取り巻く 
新たな環境変化への対応
一方、「スマート税関構想2020」を取りまとめた後

においても、ヒト・モノ・カネの流れの趨勢的な拡大
に加え、（1）越境電子商取引の拡大による輸入小口急
送貨物の加速度的な増加、（2）民間部門のデジタルト
ランスフォーメーションを含む経済社会全体のデジタ
ル化の急速な進展、（3）経済安全保障上の脅威への対
処を含む新たなニーズの出現等の内外のダイナミック
な構造変化は、税関を取り巻く環境を大きく変化させ
ている。
関税局・税関においては、スマート税関構想をベー

スとしつつ、こうした環境変化に対応できるよう新規
施策を加えることを検討しており、税関発足150周年
を機に取りまとめる予定である。

世界最先端の税関へ

チャットボットの導入（税関ホームページの改善） 税関検査場電子申告ゲートの導入
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税関の役割と社会的意義について理解を広め 
150周年事業を通じて組織力を強化

関税局・税関においては、
（1）�150周年を機に、これまで税関が果たしてき

た役割・社会的意義について国民の皆さん
に理解を深めていただく

（2）�150周年事業を通じて、職員の士気向上及び
一体感の醸成による組織力強化を図る

ことを目的に、様々な工夫を凝らしながら150周年事
業を実施する予定である。

イベント
税関発足150周年記念式典

▲

令和4年11月28日	財務省主催の式典を開催予定

全国での税関展、業務体験会等

▲

	イベントの詳細は税関発足150周年特設サイト（税関
ホームページ）に掲載

外部団体との連携事業
税関150周年記念シンポジウム

▲
令和4年11月開催予定
日本通関業会、日本関税協会、輸出入・港湾関連情
報処理センター（株）の3者共催でシンポジウムを開催。

小中学生絵画コンクール

▲

令和4年9月9日募集締切
小中学生に税関の仕事を知ってもらうため、日本関

税協会と関税局・税関との共催で絵画コンクールを
実施。

大学生フォーラム

▲

令和5年3月実施予定
日本通関業連合会と関税局・税関との共催で、大学

生を対象としたフォーラムを実施予定。貿易やサプラ
イチェーン等に関する諸問題について研究し、活発な
議論を行ってもらう。

プルーフ貨幣セット

▲

令和4年10月頃、造幣局発売予定

特殊切手

▲

令和4年11月28日、日本郵便発行予定

税関150周年記念事業

大学生フォーラム開催チラシ

小中学生絵画コンクールリーフレット

⼩学⽣の部（⼩学４年⽣〜６年⽣）
中学⽣の部（中学１年⽣〜３年⽣）

2022.9.9（⾦）
当⽇消印有効

共催：公益財団法⼈⽇本関税協会／財務省・税関

財務省・税関は、明治５年11⽉28⽇（1872年）、今⽇の税関の前⾝である運上所（うんじょう
しょ）から名称を「税関」と改められて以来、⽇本の貿易の健全な発展と安全な社会の実現に⼤
きな役割を担い、2022年に税関発⾜150周年を迎えます。
このたび税関発⾜150周年を記念し、特別企画として、我が国の将来を担う⼩中学⽣に対して税
関や貿易等をテーマとした絵画の制作を通じて、税関の役割や私たちの⽣活に⽋かせない国際貿
易等について関⼼をもっていただくことを⽬的として「⼩中学⽣絵画コンクール」を実施するこ
ととなりました。

応募⽅法など詳しくは裏⾯または、特設サイトをご覧ください。

税関の仕事、税関の建物、港、船、空港、⾶⾏機など、
税関や貿易に関するものを描いてみませんか︖

財務⼤⾂賞（各部⾨）１名（計２名）
➡賞状及び副賞（図書カード２万円）、記念品

税 関 ⻑ 賞（各部⾨）各税関１名（計18名）
➡賞状及び副賞（図書カード１万円）、記念品

⽇本関税協会理事⻑賞（各部⾨）各税関１名（計18名）
➡賞状及び副賞（図書カード５千円）、記念品

優 秀 賞（各部⾨）25名（計50名）
➡賞状及び副賞（図書カード１千円）、記念品

奨 励 賞（両部⾨の中から）150名
➡記念品

海上パトロールで国⺠
の安全を守る─密輸貨
物は反社会勢⼒の資⾦
源になったり、みんな
の健康を害するものも
あります。これらを未
然に防ぎ、国⺠の健康
や安全を守るのも税関
の仕事です。

⽇本の産業の発展を⾒
守り続けて─外国貿易
に携わる税関の歴史は
近代⽇本の産業の歴史
でもあります。現在で
は建て替えられたもの
が多いですが、中には
90年近い歴史がある税
関の建物もあります。

輸出⼊貨物の通関は貿
易の最前線─⽇々さま
ざまな貨物が⽇本から
輸出されたり海外から
輸⼊されたりします。
税関ではこれらの貨物
に必要な検査をして適
正な通関を確保し、安
全・安⼼な社会の実現
を⽬指します。

⿇薬探知⽝が検査で⼤
活躍！─イヌは⼈間と
は⽐べものにならない
くらい優れた嗅覚の持
ち主です。その抜群の
嗅覚で、輸出・輸⼊貨
物や海外旅⾏客の荷物
に隠された⿇薬などを
⾒つけ出します。

税関150周年記念特別企画
⼩中学⽣絵画コンクール特設サイト

https://www.kanzei.or.jp/customs150/

「税関イメージキャラクター」
カスタム君

対 象

各 賞

締 切

記念式典、全国での広報活動、業務体験会等を通じて、 
幅広く税関について理解を深めてもらいたい。
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情報発信
税関発足150周年特設サイト

▲

令和4年4月開設
税関ホームページに特設サイトを開設し、税関の年

表、各税関の紹介、現存する旧税関庁舎（ゆかりの
地）の紹介のほか、関税局・税関の150周年事業につ
いても掲載。

動画制作

▲

令和4年3月制作
税関の歴史、これまで取り組んで来た事柄をまとめ

た動画を制作。

広報記念誌

▲

令和5年3月までに制作予定
税関のあゆみ、歴史を振り返りながらの業務紹介等
で構成された記念誌を制作。作成済みの一部記事（税
関のあゆみ等）については、特設サイトに掲載。

職員による制作物

▲

ポスター、ロゴマーク、キャッチコピー、業務風景等の写真
150周年を機に各職員の広報マインドを高めながら、
広報資材として活用する様々なコンテンツを職員が制
作。150周年事業を盛り上げながら職員の一体感の醸
成と組織力強化を図る。

ロングバージョン動画

ショートバージョン動画

水際で守る　日本の未来

職員が制作したポスター、ロゴマーク、キャッチコピー

最新情報は 
特設サイトで

業務風景等の写真を募集するためフォトコンテストを実施
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税関の発信力を高め　広報の強化へつなげる

プロジェクトチームが 
企画立案からPR活動まで担当
関税局税関調査室に150周年事業担当チームを立ち

上げ、150周年事業の企画立案、全国税関や関係団体
と協力しながら事業を実施し、税関をPRする活動を
行っている。
日本の企業活動のグローバル化が進み、また、越境
電子商取引の拡大により、インターネットを利用して個
人で海外から商品を輸入できる時代になり、以前と比
べ税関は、より国民の皆さんに近い存在になっている。
150周年事業担当チームは、150周年事業を通じて、

より税関の発信力を高め、税関を少しでも身近に感じ
てもらい、税関の役割・意義について広く国民の皆さ

んに理解いただけるよう、この機会に広報強化につな
げていきたい、そう意気込んでいる。

プロジェクトメンバー

各税関においてもプロジェクト
チームを立ち上げ、150周年事業に取
り組んでいる。

150周年事業プロジェクトチームを設置

税関150周年を盛り上げるべく、令和2（2020）
年に若手職員（係長、係員クラス）で構成され
たプロジェクトチーム「かもめプロジェクト」
を立ち上げ、今年で3年目を迎える。若手職員
が自分たちのニーズ等に基づいた様々なアイデ
アを提案し、意見を出していくことで、より幅
広い世代の方々に税関への興味を持ってもらえ
るような150周年事業を企画・実施している。
かもめプロジェクトが携わっている事業には、
広報記念誌、フォトコンテスト、プルーフ貨幣
セット、特殊切手等がある。
「かもめプロジェクト」という名称もチームの

メンバーによって名づけられた。かもめは「税
関の歌」の歌詞である「流れる雲よ舞うかもめ」
の一節からとられており、150周年を迎える税関が、これからも時代に合わせて更なる発展を遂げられるように、と
いう思いが込められている。

check!

150周年特設サイト

若手メンバーで構成する「かもめプロジェクト」

かもめプロジェクトメンバー（令和4年7月現在18名で活動中）
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